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このところ天候が大変乱れています。昨日も、激しい雷があり、雷鳴が轟
いていました。雷では先日も下校を心配したところでした。雷は本当に恐ろ
しいものです。児童の安全・安心についての思いを新たにしました。 
昨日の引渡では、警報が発令されていない状況での児童引渡となりました。

下校時刻遅延のメールを配信させていただいた時、雷の状況は小野市から離
れていく様子でした。しかし、その状況は刻々と変化し、西から雲が動き小
野市を覆うような状況となってきました。30 分程度の遅延では改善は見込
めない状況、何より雷という状況を鑑み、児童の安全確保を第１に考え、児
童引渡の対応をとりました。誠に急な対応となりましたが、保護者の皆様の
対応も見事でした。緊急事態ですので、児童の迎えがすぐには叶わない状況
も十分考えられます。「私が行けないので、祖母に迎えを頼みましたので、
祖母が迎えに行きます。」「○○さんに連絡し、子供の引渡をお願いしており
ます。よろしくお願いします。」等の連絡をいただきました。恐らく緊急メ
ールの受信に伴い、各ご家庭ではその対応を家族でご相談されたものと推察
いたします。お勤めがあって、どうしても引き受ける時間が遅くなる場合も
確実に学校へご連絡をいただきました。大変、ありがたかったです。また、
警報発令に伴った児童引渡ではありませんので、このように状況となってい
ることをご存じでなかった場合もございました。そのような事情も十分考え
られますし、よく分かります。ご連絡いただいたことで、安心に変わりまし
た。「必要な情報を、必要な場所に、届けること」が何より大切なことだと
感じました。そして、そのことが、児童の安全・安心に繋がるのだと思いま
す。折しも昨日は、学校は大掃除をしておりましたので、机や椅子、給食台
等を廊下に出してありましたので、来校された方は驚かれたのではないでし

ょうか。通行にご不便をおかけしたことと思います。どうかお許しください。
このような事態は、今後も十分起こり得ると予想できます。学校としても児
童の安全・安心を第１に考え対応していきます。しかし、当然、このことは、
学校だけでできるものではありません。保護者の皆様のご理解とご支援、ご
協力が無くては、成り立つものではありません。緊急事態、予想できないこ
とに柔軟に、的確に対応するしなやかさと強靭さを大切にしていきたいと考
えています。今後ともどうかよろしくお願い申し上げます。 
さあ、１学期、学校に来るのもいよいよあと３日となってきました。本当

に早いものです。各学級では 1 学期のまとめと夏休みに向けた取組が進んで
いることと思います。子供達にとって、どのような 1 学期だったのでしょう
か。いろいろな思いを抱えて今があるのだと思います。学習面で頑張った子
供は、発表を頑張った、漢字ノートに丁寧に漢字を書いた、宿題を忘れずに
毎日した、算数・理科等の得意な教科や苦手な教科をしっかりと頑張った、
テストを頑張った等、生活面で頑張った子供は、係や当番の仕事を頑張った、
友達といっぱい遊んだ、給食を残さず完食した、掃除をしっかりと頑張った、
大きな声で挨拶をした、忘れ物をしなかった、規則正しい生活ができた、お
手伝いをしっかりとした、いっぱい本を読んだ、毎日休まずに学校に来た等、
どの子供も「これは、このことは、自分で頑張った！」と思えることがある
に違いありません。そのことは即ちその子供にとってのかけがえのない努力
の結晶です。そして、「成長」ということになります。目にはっきりと見え
ないかもしれませんが、子供達は確実に「成長」しています。 
兵庫県のまん延防止等特別措置が解除されましたが、感染拡大の傾向があ

るようです。感染症の厳しい状況とその対策について、引き続き、ご理解と
ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。あと少しの間、
体調を崩さず、安全に、健康に登校し、無事にこの 1 学期を中番小学校全て
の子供達が終えられることを心より願っています。中番小学校は、子供達、
保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

激しい雷！昨日の児童引渡。ありがとうございました。 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


